
養父市八鹿
町朝倉

　

集
落
の
中
央
を
走
る
県
道
２
７
１
号

は
、
集
落
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
脇
に
は

朝
倉
川
が
流
れ
、
川
へ
と
降
り
ら
れ
る
階

段
は
か
つ
て
の
洗
い
場
で
あ
っ
た
「
川
い
と
」

の
跡
だ
。
山
を
隔
て
た
南
側
へ
県
道
を
進

ん
で
行
け
ば
、
満
福
寺
の
あ
る
養
父
市
の

十じ
ゅ
う
に
し
ょ

二
所
、
広
谷
へ
と
繋
が
り
、
車
の
な
い
時

代
は
交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

家
々
が
密
集
す
る
集
落
内
は
至
る
所

に
細
い
路
地
や
カ
ギ
型
の
道
が
あ
り
、
ま

る
で
迷
路
の
よ
う
。一
度
、
路
地
に
入
れ

ば
、
元
に
い
た
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る

よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
朝
倉
地
区
は
城
下

町
で
あ
り
、
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
と
対

立
し
た
越
前
朝
倉
氏
の
出
身
地
。
地
区
の

裏
山
は
中
世
の
山
城
「
朝
倉
城
」
が
あ
っ

た
場
所
で
、
馬
場
と
言
っ
た
城
下
町
の
名

残
を
示
す
地
名
も
残
っ
て
い
る
。
敵
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
と
に
か
く

先
の
見
通
し
が
悪
い
路
地
が
多
い
。

　
「
朝
倉
氏
は
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼

朝
の
家
来
で
あ
る
朝
倉
高た

か
き
よ清

を
始
祖
と

し
、
高
清
は
こ
の
朝
倉
の
地
に
屋
敷
を
構

え
ま
し
た
。
そ
の
末
裔
で
あ
る
広ひ

ろ
か
げ景

が
但

馬
か
ら
越
前
に
移
り
、
越
前
国
の
大
名
と

な
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
は
、
集
落
の
歴
史
に

詳
し
い
西
村
登の

ぼ
るさ

ん
。
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
よ
う
と
、
地
元
の
故
才
木
茂
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
保
存
会
を
結
成
し
、
登
山
道

が
整
備
さ
れ
た
。
標
高
１
５
２
メ
ー
ト
ル
の

　

養
父
市
街
地
の
中
央
を
東
西
に
流
れ

る
八
木
川
。
そ
の
南
側
の
田
園
地
帯
に
養

父
市
八
鹿
町
朝
倉
地
区
が
あ
る
。

　

朝
倉
地
区
と
言
え
ば
、
養
父
市
の
特

産
品
で
も
あ
る
「
朝
倉
山さ

ん
し
ょ
う

椒
」
発
祥
の
地

と
し
て
有
名
だ
。
江
戸
時
代
に
は
出
石
藩

な
ど
の
大
名
が
幕
府
の
献
上
品
と
し
て
重

宝
し
、
あ
の
徳
川
家
康
に
も
献
上
さ
れ
た

と
い
う
。
枝
に
ト
ゲ
が
な
く
て
実
が
多
く
、

柑
橘
系
の
フ
ル
ー
ツ
を
思
わ
せ
る
爽
や
か

な
香
り
が
特
長
で
、
現
在
は
様
々
な
加
工

品
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
辺
り
は
昔
か
ら
農
業
が
盛
ん
。
か

つ
て
は
養
蚕
や
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
も
多

く
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
」
と
は
、
区
長
の
東あ

ず
ま
よ
し
み

佳
見
さ
ん
。
現

在
は
八
鹿
小
学
校
区
に
属
す
る
が
、
昭
和

30
年
（
１
９
５
５
）の
町
村
合
併
で
旧
八

鹿
町
に
な
る
ま
で
は
高
柳
村
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
約
３
キ
ロ
離
れ
た
高
柳
小
学

校
ま
で
通
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）に
国
道
９
号

八
鹿
バ
イ
パ
ス
が
通
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
車
の
便
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
市
役

所
、
病
院
に
も
近
く
、
周
辺
に
は
大
型
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
、
こ
ど
も
園

も
あ
る
の
で
、
若
い
世
代
の
新
規
入
区
者

も
多
い
で
す
。
子
ど
も
の
数
も
多
く
、
各
世

代
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
い
る
の
で
、
案
外
賑
や
か

な
集
落
で
す
よ
」
と
、
東
区
長
は
話
す
。

　

区
長
の
案
内
で
朝
倉
を
裏
路
地
探
険
。

丘
に
あ
る
山
城
で
、
頂
上
ま
で
約
15
分
ほ

ど
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
頂
か
ら
は

八
鹿
地
域
が一
望
で
き
、
こ
こ
を
城
に
選
ん

だ
理
由
に
う
な
ず
か
さ
れ
る
。

　

集
落
の
東
に
鎮
座
す
る
の
は
氏
神
で
あ

る
「
朝
倉
天て

ん
ま
ん
ぐ
う

満
宮
」。
学
問
の
神
様
と
し

て
知
ら
れ
る
菅

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
公
を
祀
り
、
地
元

で
は
戦
国
時
代
に
創
建
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
元
で
の
崇
敬
は

篤
く
、北
野
天
満
宮
ゆ
か
り
の「
萬ま
ん
と
う
さ
い

燈
祭
」

を
絶
え
る
こ
と
な
く
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
萬
燈
祭
と
は
菅
原
公
が
亡
く
な
っ
た

後
、
50
年
ご
と
に
「
大だ

い
ま
ん
と
う
さ
い

萬
燈
祭
」、
そ
の
間

の
25
年
ご
と
に
「
半は

ん
ま
ん
と
う
さ
い

萬
燈
祭
」
を
行
う
慰

霊
祭
で
す
。
萬
燈
祭
を
盛
大
に
行
な
っ
て

い
る
の
は
、
但
馬
で
も
こ
こ
朝
倉
と
香
住
の

天
満
神
社
ぐ
ら
い
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次

回
は
２
年
後
の
令
和
９
年
に
千
百
二
十
五

年
半
萬
燈
祭
を
開
催
し
ま
す
。
時
代
衣

装
を
ま
と
っ
た
練
り
込
み
行
列
な
ど
、
今

か
ら
祭
の
準
備
で
大
変
で
す
」
と
、
実
行

委
員
長
で
あ
る
西
村
さ
ん
は
話
す
。

　

荘
厳
な
社
そ
う
に
囲
ま
れ
た
境
内
は

空
気
が
澄
ん
で
お
り
、
厳
か
な
雰
囲
気
。

住
民
に
と
っ
て
天
満
宮
は
昔
か
ら
特
別
な

場
所
で
あ
り
、
毎
年
秋
の
例
祭
で
は
神
輿

巡
行
や
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
、
先
祖

代
々
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

中
世
の
山
城
跡
が
残
る
朝
倉
地
区
。

城
跡
の
頂
上
か
ら
集
落
を
見
下
ろ
せ
ば
、

往
時
の
景
色
が
蘇
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

広場広場

公民館公民館

県道271 号県道271 号

朝倉城跡朝倉城跡

閻魔堂閻魔堂

至 国道9 号至 国道9 号

令和７年４月12日（土） 10〜12 時

朝来市 和田山駅前

裏路地探険参加者募集

3月28日までに、QRコードから、または
「但馬ふるさとづくり協会」まで、住所・氏名・
年齢・電話番号・「裏路地参加希望」とお
書きの上、ハガキで申し込みください。締切
後、参加希望の方へ郵送にて案内を送付し
ます。希望者多数の場合は抽選とします。

【送付先】  （注） 宛先が変更となりました
 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6
 （公財）但馬ふるさとづくり協会 宛

標高152メートルの朝倉城跡頂上から八鹿のまち並みを望む。朝倉の田園風景、東西を流れる標高152メートルの朝倉城跡頂上から八鹿のまち並みを望む。朝倉の田園風景、東西を流れる
八木川、中心街の景色が広がる。登山道が整備されており、手軽に中世の山城を堪能できる。八木川、中心街の景色が広がる。登山道が整備されており、手軽に中世の山城を堪能できる。

朝倉天満宮朝倉天満宮

駐車場駐車場

宝篋印塔と宝篋印塔と
地蔵堂（一石六佛）地蔵堂（一石六佛）

荒神社荒神社

至至  

国
道
９
号

国
道
９
号

朝倉山椒の木朝倉山椒の木

朝倉山椒の木朝倉山椒の木

至 米里、至 米里、
高柳地区高柳地区

至 満福寺至 満福寺
養父市十二所養父市十二所

朝倉比丘尼城跡朝倉比丘尼城跡

この先にこの先に
朝倉向山城跡朝倉向山城跡

朝倉川朝倉川

川いとが残る川いとが残る

登山口登山口

橋梁架設の橋梁架設の
記念碑記念碑

共同作業場共同作業場

朝倉川では6月頃、朝倉川では6月頃、
ホタルを見ることができる。ホタルを見ることができる。

案内板案内板

学問の神様として有名な菅原道真公を祀る朝学問の神様として有名な菅原道真公を祀る朝
倉天満宮。秋の例祭では神輿巡行、子ども奉倉天満宮。秋の例祭では神輿巡行、子ども奉
納相撲や餅まきなどが行われる。令和9年に納相撲や餅まきなどが行われる。令和9年に
は、北野天満宮ゆかりの「千百二十五年半萬は、北野天満宮ゆかりの「千百二十五年半萬
燈祭」が盛大に斎行される予定。燈祭」が盛大に斎行される予定。

朝倉地区のメインストリート、県道271号と朝朝倉地区のメインストリート、県道271号と朝
倉川。県道を南側に抜けると、倉川。県道を南側に抜けると、集落の菩提寺で集落の菩提寺で
もあるもある養父市十二所の満福寺がある。養父市十二所の満福寺がある。

集
落
に
は
蔵
の
あ
る
家
が
多

集
落
に
は
蔵
の
あ
る
家
が
多

く
、養
蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ

く
、養
蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ

と
か
ら
養
蚕
住
宅
も
残
る
。

と
か
ら
養
蚕
住
宅
も
残
る
。

繊
細
な
朝
倉
山
椒
の
弱
点
を

繊
細
な
朝
倉
山
椒
の
弱
点
を

克
服
し
、枯
れ
に
く
く
実
付
き

克
服
し
、枯
れ
に
く
く
実
付
き

の
よ
い
苗
を
開
発
し
た
こ
と

の
よ
い
苗
を
開
発
し
た
こ
と

で
、栽
培
面
積
も
増
え
て
い
る
。

で
、栽
培
面
積
も
増
え
て
い
る
。

南北180メートル、東西95メートルの規南北180メートル、東西95メートルの規
模を持ち、堀切や土塁などがしっかりと模を持ち、堀切や土塁などがしっかりと
残っていることから、県外からも訪れる人残っていることから、県外からも訪れる人
が多い。向かいの比丘尼城跡と、集落のが多い。向かいの比丘尼城跡と、集落の
北東にある向山城北東にある向山城跡と合わせて、朝倉三跡と合わせて、朝倉三
城として保存されている。城として保存されている。

室町期に造られたとされる宝篋印塔は室町期に造られたとされる宝篋印塔は
経を納めた供養塔で、市指定文化財。経を納めた供養塔で、市指定文化財。
傍らには一石に六佛彫られた石仏と舟傍らには一石に六佛彫られた石仏と舟
形の地蔵が安置された地蔵堂がある。形の地蔵が安置された地蔵堂がある。

閻魔大王を祀る閻魔堂。堂前ではかつ閻魔大王を祀る閻魔堂。堂前ではかつ
て盆踊りが踊られていた。て盆踊りが踊られていた。

城下町の名残を感城下町の名残を感
じさせる集落には、じさせる集落には、
細い路地が迷路の細い路地が迷路の
ように伸びている。ように伸びている。

香りが高い香りが高い
朝倉山椒の実朝倉山椒の実

農業倉庫農業倉庫

地元では城主の奥方が地元では城主の奥方が
住んでいたと伝わる。住んでいたと伝わる。

学問の神様というこ学問の神様というこ
とで、受験生のお参とで、受験生のお参
りも多く、絵馬も奉りも多く、絵馬も奉
納できる。納できる。

登山道には地元の登山道には地元の
有志により、桜の木有志により、桜の木
が植えられている。が植えられている。

登
山
道
の
出
入
口
に
は
鹿

登
山
道
の
出
入
口
に
は
鹿

柵
の
た
め
の
扉
が
あ
り
、

柵
の
た
め
の
扉
が
あ
り
、

閉
め
忘
れ
に
注
意
を
。

閉
め
忘
れ
に
注
意
を
。

尾根が続く裏山は尾根が続く裏山は
子どもたちの遊び子どもたちの遊び
場だった。場だった。
牛を育てていた頃牛を育てていた頃
は草刈り場としては草刈り場として
使われていた。使われていた。

至 米里、至 米里、
高柳地区高柳地区

朝
倉
山
椒
を
育
む

の
ど
か
な
里
山
と
、

川
い
と
の
残
る
谷
川
。

越
前
朝
倉
氏
発
祥
の

中
世
の
城
下
町
を
歩
く
。
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